
































  ❷使変美：美容│美髪│美化生活 
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  【美髪】梳理修飾頭髪，使美観：美髪師│美髪行業。(1) 
『新華漢語詞典 新修訂版』（2007） 
 
  ❷使美麗：～容│美髪 
  【美白】動  使（皮膚等）美麗白皙：～肌膚│～牙歯。 
  【美髪】動  梳理修飾頭髪，使美観：～師│～庁│美容～。 
  【美甲】動 修剪装飾指甲，使美観。 











































































   
  儒者在本朝則美政，在下位則美俗。             （『荀子・儒效』） 
  日本語訳：儒者は朝廷において政治を美しく、在野は風俗を美しくすべきである。 

























































































［教育学字彙・明１９］ 軽体操 Light Gymnastic トハ規定運動ノ器械ヲ用ヒ
ズシテ成ス所ノ運動或ハ之ヲ用フルモ劇ニ渋ラザル所ノ運動ニシテ所謂美容術
トハ此義ナリ。 
［新訳和英辞典・明４２］The art of beauty. 
［新式辞典・大１］ 美顔術に同じ。⇨美顔術 顔面の脂肪を去り鼻を高めなどし
て容貌を美しく見せる術。 























































































う認識が広まっていたく。例えば、1892 年 1月 20 日付の『朝日新聞』に掲載された
美容剤の広告に、下記の謳い文句がある。 
 
此艶の雫ハ理化学と医学との原理に基き多年経験発明せし者にて其効能色を白
くし〇きめをこまかにし〇にきび〇そばかす〇あせもを除き〇ひび〇あかぎれ
〇唇のあれを治し〇できもの〇ほうそうの傷を消し。…以下省略… 
 
（『朝日新聞』 1892年1月20日） 
 
７． 「美容」が日本語で動詞性を獲得できた原理 
 「美容」が日本語で動詞性を獲得できる原理を一言で言うと、“モノ”を表す中国由
来の漢語を、日本人は“コト”を表す漢語として再解釈したことに尽きる。この再解
釈は中日両国語の類型から見ると、大変興味深いところである。例えば、「吐血」とい
う言葉は紛れもなく中国由来の漢語であり、「血を吐く」という“コト”を表すもので
ある。しかし、日本人にとって「吐血」は「血を吐く」という“コト”を表すことは
もちろん、「吐いた血」という“モノ”を表すことも可能である。その理由は“コト”
の「吐血」は中国からの借用語として受け入れられ、一方、“モノ”の「吐血」は日本
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語の感覚に沿った再解釈に当たる。 
 しかし、「吐血」と「美容」の例には大きな違いがある。「吐血」の場合は、動詞句
のＶＮ（動詞‐名詞）構造を、連体修飾のＶＮ（動詞‐名詞）構造へと再解釈するも
のである。漢字「吐」の品詞が変わったわけではない。一方、「美容」の場合はＡＮ（形
容詞‐名詞）構造を、ＶＮ（動詞‐名詞）構造へと再解釈したものとなる。漢字「美」
の品詞が変わったわけである。「吐血」と似た例は「放水」「流血」等など枚挙にいと
まがない。一方、「美容」と似た用例は非常に少なく、筆者は「精米」の一例しか思い
つかない。 
 本来、中国語では「精密」「精力」が示すように、「精」という漢字は形容詞と名詞
を兼ねている。一方、「精米」の場合となると、ＡＮ（形容詞‐名詞）構造の“モノ”
と、ＶＮ（動詞‐名詞）構造の“コト”の二義性を有する。“モノ”の「精米」は古く
からあったのに対して、“コト”の「精米」は「精米機」とともに近代において日本か
ら入ってきたものであると考えられる。 
 
（09）又聞兵庫縣精米公司汽船龍平丸亦於二十一號午後十點鐘遇暴風雨觸礁沈沒。 
（覆船疉見『申報』 1890年10月19日） 
（10）合衆国紐育州西臘扣斯之英克哀爾排搿精米機械会社之持許英克哀爾排搿精
米機械其設計最新而構造極簡故易使用無論何人皆能用之。…中略…、製造会社之
本邦代表者乃横浜市太田町六丁目九十七番地曽我淳二郎氏也。 
（英克哀爾排搿精米機械『農学報』第290期 1905） 
 
用例（09）は兵庫県の精米会社に所属する船の沈没事件を報道する内容である。用
例（10）は中国の『農学報』が米国産の「精米機械」を紹介するものであるが、文末
の「製造会社之本邦代表者乃横浜市太田町六丁目九十七番地曽我淳二郎氏也」を見れ
ば、本文は和文の中国語訳であることが分かった。 
日本語において「美容」が“モノ”から“コト”へと変化したのは、日本人の再解
釈によるものであるが、それができる原理は「する」というサ変動詞の存在と考えら
れる。本来動詞性を有しない漢字、漢語に「する」をつけて動詞的に解釈できるわけ
である。身近な一例を挙げると、筆者の内省では「哲学」は疑いなく名詞であると思
っていたが、ある日、「人生を哲学する。」というフレーズに遭遇して少々驚きながら
も、「人生を哲学的に考えることだろう。」という推測がすぐにできた。 
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８． まとめ 
 現代中国語において「美容」「美髪」「美白」といった言葉に代表されるように、「美」
という漢字の動詞性は一般的に認められている。しかし、古来より中国語では「美」
という漢字は形容詞として認識されていた。語尾変化のない中国語では、形容詞を動
詞に転用することはよくある現象ではあるが、それはあくまでも文章表現上の技法の
域を出ない。現代中国語における「美」という漢字の動詞性は、日本語で成立された
動詞の「美容」などがもたらしたものである。そして、言葉の類推により日本語には
ない「美甲」「美臀」「美腿」という動詞性を有する単語も生まれた。 
 一方、日本語における「美」という漢字には、「うつくしい」「すぐれる」「ほめる」
など複数の和訓が当てられるが、中国語と同様に「美」は一般的に形容詞の性質を有
する漢字として認識される。日本語において「美」という漢字が動詞の性質を獲得で
きたのは明治初期のことであり、その筆頭語例として「美容」というものである。言
葉が大きく変貌し、漢語が急増していた明治時代、サ変動詞「する」の働きにより、
日本人は「美容」を再解釈して、ＶＮ（動詞‐名詞）構造で「容貌を美しくする」と
いう“コト”へと改造したのである。こうして、日本語において「美」という漢字は
動詞の性質を獲得できたのだ。そして、類推効果により「美顔」「美爪」といった動詞
性をも有する漢語が産出されたのである。 
 
【注】 
(1) 新華漢語詞典編纂委員会『新華漢語詞典 新修訂版』（商務印書館国際有限公司、2007）671-
672頁。 
(2) 中国社会科学院語言研究所詞典編輯室『現代漢語詞典 第６版』（商務印書館、2012）883-884
頁。 
(3) 無論、現代中国語では「美」は「美国」（アメリカ）、或いは「美洲」（米州、つまり南米と北
米の総称）の略称としても頻繁に使われる。ほかには「成人之美」「美不勝収」のように、ごく僅
かな場合に限って「美しい事」という意味を表すこともある。 
(4) 日本語訳はネット上のものを引用する。 
(5) 郭錫良『古代漢語』（北京出版社、1981）150頁、273頁。 
(6) 趙秀梅「《鄒忌諷齊王納諌》“美我”訓釈之商榷」（『荷澤師専学報』1996年第一期） 
(7) 黄河清『近現代辞源』（上海辞書出版社、2010）518頁。 
(8) 物惣正明・飛田良文の『明治のことば辞典』（東京堂出版、1986）488頁。 
(9) 「美刺」は「褒めることと、貶すこと」の意味を表す。使用例としては、「善悪智愚醇功過、
あらゆる美刺褒貶は人々の見る所に従って自由に下すことを得る判断である。」（森鷗外『伊沢蘭
軒』1916-1917）がある。 
(10) 「美肌」（びはだ）は重箱読み、「美爪」は「びそう」という漢音読みよりも、「びつめ」の読
みの方が日本人には馴染みやすいだろう。しかし、本論文は「美」の動詞性に着目するものであ
るため、読み方の問題は看過する。 
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(11) 「美容」に「うつくしい」のルビが付されている。 
 
【付記】 
 本稿は2020年度陝西省社会科学基金年度項目（課題番号2020K020）、2020年度教育部人文社会科
学研究青年基金項目（課題番号20YJC740070）、2019年度西安理工大学人文外語与芸術専項項目（課
題番号2019RY002）、2019年度西安理工大学教育教学改革研究項目（課題番号Xjy1942）の研究成果
の一部である。 
 
 
 
  
